
インテリアについて考えるとき、雑誌やWEB上で

「スタイル」という表現や言葉を多く目にする。こ

のスタイルには明確に定義があるわけではなく不明

瞭である。そこで、本研究では、インテリアのスタ

イルの分析を行い、スタイルを印象付けるデザイン

について調査をすることにより概念を整理すること

を目的とする。

インテリアデザインにおけるデザイン対象を明ら

かにするために文献調査を行った。その結果、イン

テリアデザインは「空間デザイン（＝プロダクト等

のコーディネート）」と「プロダクトデザイン」に

大別できることがわかった。本研究では後者を対象

として以降の調査・分析を行うことにした。

インテリアのスタイルがどれほどの数、存在して

いるのか調査を行い、58種類のスタイルが見つかっ

た。それらを生まれた背景とそれぞれの特徴により

分類を行った（図1）。その分類ごとで2つ以上のイ

ンテリアのスタイルが組み合わせて用いられること

があることについても調査を行い、新たなスタイル

の組み合わせを示唆した。

スタイルを印象付けるデザイン要件をインテリア

デザインの実務者へのインタビューから色と素材で

あると考えた。集めたインテリアのスタイルの58種

類の中から18種類に対象を絞りスタイルの差異を明

確にするため、色と素材をアイテムカテゴリとして

数量化理論Ⅲ類によりスタイルと２つの要素の関係

を分析、クラスター分析を行った（図2）。

その結果、選定した３種類のスタイルは調査対象

として適していないことから除き、残った15種類の

中でクラスター分析を行った結果、それによるスタ

イルを表現する用語のグループ分けをした。

さらに、それぞれのグループごとに丸で囲んだ図、

それと同じ位置にあたる部分を同様に囲んだ色、素

材の散布図を作成した（図3）。色と素材によるグ

ループ分けを見ることで多くのスタイルは区別する

ことができたことから、不明瞭なインテリアのスタ

イルについて整理を行うことができた。

さらに、小分類を複合することで「カントリー」

「シンプル」以外のスタイルは区別することが可能

であったことから、生まれた背景が異なっているだ

けでその特徴は似ている可能性があることが示唆さ

れた。これを明確にするには、本分析で取り上げな

かった他のスタイルや色・素材以外のデザイン対象

について分析を行うことが必要である。

さらに継続して分析を行うことにより、インテリ

アのスタイルを整理することができ、売り手買い手

作り手すべてに共通の認識ができれば有益な情報に

なるだろう。

図1 インテリアのスタイルの分類

図2 インテリアのスタイルと色・素材のクラスター分析（左側：色、右側：素材）

図3 インテリアのスタイルと色・素材の散布図（左側：色、右側：素材） 以下フッダ
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